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発
刊
に
あ
た
っ
て
 

村

長

 

今
年
の
麦
刈
り
は
雨
降
り
つ
y
き
で
収
 

穫
に
非
常
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
 

う。 田
植
え
も
い
よ
ノ
、
こ
れ
か
ら
レ
」
い
～
つ
 

倉
 
石
 
文
 
夫
 

時
に
、
昨
今
の
梅
雨
模
様
で
 

ク
相
当
多
 

量
な
降
雨
ク
 

と
天
気
予
報
を
聞
く
に
つ
 

け
、
田
植
え
が
順
調
に
す
み
ま
す
様
に
、
 

心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
 

昨
年
発
生
し
た
豪
雨
の
状
態
を
想
い
起
 

す
と
き
、
皆
様
方
の
御
心
痛
い
か
ば
か
り
 

か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
は
炭
坑
事
情
も
だ
ん
！
、
と
良
く
 

な
り
、
方
城
炭
坑
も
安
泰
に
益
大
発
展
す
 

る
こ
と
と
従
業
員
の
皆
様
と
共
に
、
心
か
 

発
 

行
 

所
 

福
岡
県
田
川
郡
方
城
村
役
場
 

発
行
人
 

仲
 

島
 

芳
 

積
 

印
刷
所
 

冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社
 

ら
安
心
感
を
覚
ゆ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

今
回
皆
様
方
に
色
大
と
知
っ
て
い
た
だ
 

く
た
め
に
『
村
政
だ
よ
り
』
の
発
刊
を
思
 

い
た
ち
ま
し
た
。
 

政
府
か
ら
し
め
き
れ
る
法
令
に
よ
っ
て
 

直
接
わ
た
し
達
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
、
 

そ
の
度
に
村
民
の
皆
様
方
に
も
れ
な
く
お
 

知
ら
せ
い
た
し
た
い
と
共
に
、
叉
村
政
の
 

状
態
を
も
か
ね
て
御
報
告
（
擬
味
を
含
み
 

今
後
、
公
民
時
報
と
兼
ね
合
せ
、
発
・
行
い
 

た
し
ま
す
の
で
、
村
政
の
あ
り
方
の
研
究
 

の
一
端
に
、
資
料
と
し
て
御
一
覧
下
誉
わ
 

様
お
願
い
致
し
ま
す
、
 

・ 

『
方
城
町
』
の
誕
生
近
し
 

万
場
一
致
、
県
会
通
過
 

多
年
懸
案
の
本
村
町
制
施
行
の
経
過
を
左
 

の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。
 

一
・
一
西
 
議
会
町
制
施
行
実
行
委
」
貝
 

会
選
任
 

二
・
二
二
 
第
一
回
実
行
委
員
会
 
J 

二
・
二
七
 
粕
屋
郡
須
恵
町
視
察
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棄
権
は
危
険
n
 

選

挙

管

理

委

員

会

 

七
月
八
日
に
参
議
院
議
 

員
通
常
選
挙
が
執
行
さ
れ
 

ま
す
。
 

民
主
政
治
の
鍵
は
選
挙
 

で
あ
っ
て
、
選
挙
が
正
し
 

＜
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
真
 

の
民
意
を
代
表
し
た
政
治
 

が
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
 

す
。
選
挙
の
腐
敗
は
す
な
 

わ
ち
政
治
の
腐
敗
を
も
た
 

ら
し
、
ひ
い
て
は
政
治
と
 

国
民
と
を
遊
離
せ
し
め
る
 

よ
う
な
危
険
を
は
ら
む
も
 

の
で
あ
り
ま
す
。
公
朋
な
 

正
し
い
選
挙
を
す
る
た
め
に
共
に
反
省
し
 

共
に
新
し
い
明
日
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
 

す． 今
回
選
挙
で
、
皆
様
に
知
っ
て
戴
き
た
 

い
事
項
を
列
記
し
ま
す
と
 

一
、
補
充
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て
 

1
 
名
簿
調
製
現
在
期
日
 

昭
和
i
l

干
一
年
六
月
十
八
日
 

2
 
名
簿
登
録
申
請
期
間
 

六
月
十
九
日
か
皇
ハ
月
一
干
五
日
 

ま
で
七
日
間
 

3
 
名
簿
縦
覧
及
び
異
議
の
申
立
期
間
 

六
月
一
干
九
日
か
ら
七
貝
百
ま
 

で
四
日
間
 

「
⑥
 
こ
の
一
票
政
治
と
家
庭
を
結
ぶ
紐
 

4
 
異
議
の
決
定
期
間
 

異
議
の
申
立
を
受
け
た
日
か
ら
七
 

月
四
日
ま
で
 

5
 
名
簿
確
定
期
日
七
月
五
日
 

二
、
補
充
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
も
の
 

1
 
昭
和
十
一
年
六
月
十
九
日
以
前
に
 

生
れ
た
人
で
満
二
十
才
に
達
し
、
 

三
ケ
月
以
上
在
村
の
者
 

2
 
六
月
十
八
日
ま
で
に
当
村
に
引
続
 

き
三
ケ
月
以
上
住
ん
で
い
る
者
 

3
 
昭
和
三
十
年
九
月
T
五
日
現
在
調
 

製
基
本
選
挙
人
名
簿
に
脱
漏
者
 

尚
必
ず
名
簿
を
縦
覧
さ
れ
て
、
一
人
の
脱
 

漏
者
も
な
い
様
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

四
・
二
三
 
襲
面
実
行
委
員
会
 

五
・
 

一一 

町
制
施
行
懇
談
会
 

（
連
絡
会
長
、
公
民
分
館
長
、
各
種
団
 

体
長
駐
奮
貝
な
ど
約
ハ
＋
み
自
川
席
）
 

（
村
民
の
与
論
を
聞
く
事
が
第
一
で
あ
 

る
の
で
、
各
常
会
の
意
見
を
ま
と
め
役
 

場
に
報
告
す
（
」
事
に
意
見
】
致
）
 

（
そ
の
結
巣
、
」
「
T
常
会
全
部
賛
成
の
 

旨
回
報
が
人
る
）
 

五
・
三
O
 
知
事
宛
村
勢
下
調
査
に
係
 

官
派
遣
申
請
 

役
場
」
剛
ま
で
西
鉄
バ
ス
 

「
中
原
橋
」
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

交
化
の
進
展
は
ま
ず
道
路
か
ら
、
こ
の
 

六
・
一
一
 

県
係
官
藤
井
主
事
来
村
 

六
・
一
二
 
八
月
一
日
付
を
付
て
町
制
 

施
行
申
謂
に
り
い
て
臨
時
議
会
開
会
 

出
席
一
干
一
一
議
貝
、
満
場
一
致
可
決
 

六
・
一
三
 
知
事
宛
串
請
書
申
達
 

六
・
一
五
 
県
会
総
務
委
員
会
通
過
 

六
・
二
〇
 
県
会
本
会
議
通
過
 

最
後
の
仕
上
げ
」
一
（
で
今
後
】
層
の
御
支
援
 

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
」
一
（
す
（
総
務
課
）
 

一
郷
土
一
の
一
幸
一
を
一
旦
指
」
し
で
一
 

着

々

進

む

造

林

計

画

 

緑
の
樹
海
を
目
指
し
て
第
二
年
目
、
本
 

年
度
も
皆
さ
ん
の
力
強
い
協
力
と
関
心
の
 

も
と
に
、
去
る
六
月
十
九
日
、
す
で
に
水
 

源
林
予
定
地
（
内
定
）
四
＋
町
歩
の
実
測
 

を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
 

官
行
造
林
（
国
が
行
う
も
の
で
、
利
益
 

は
地
元
と
国
で
分
け
合
う
）
も
、
来
年
一
一
 

月
を
目
途
と
し
て
、
営
林
署
ン
」
鋭
意
変
渉
 

中
で
あ
り
、
妻
（
」
四
月
十
七
日
、
現
地
視
 

察
の
手
続
中
で
あ
り
ま
す
。
尚
、
嚇
行
造
 

林
も
割
画
中
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
が
成
功
中
る
か
否
か
は
、
値
林
後
 

数
年
間
の
管
理
に
か
か
っ
て
い
ま
す
、
 

治
山
治
水
の
観
点
か
ら
、
叉
四
百
町
歩
 

の
美
田
を
維
持
す
る
為
に
も
『
造
林
』
は
 

す
べ
て
の
根
本
で
あ
り
ま
す
。
 

昔
、
赤
穂
義
士
で
有
名
な
大
石
良
雄
に
 

こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。
 

当
時
人
大
は
塩
を
作
り
た
い
と
思
い
来
 

る
年
も
来
る
年
も
藩
に
願
い
山
山
て
、
や
つ
 

と
八
年
目
に
許
し
が
出
た
0

あ
る
入
が
家
 

老
の
大
石
良
雄
に
二
一
‘
，
．
三
ー
己
に
 

意
味
で
最
近
に
於
け
る
村
の
道
壁
畢
業
の
 

主
な
る
も
の
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

O
幹
線
道
路
（
方
城
炭
砿
一
区
二
区
間
）
 

延
長
二
八
〇
米
 
巾
『
塁
ハ
米
 

近
く
完
成
 
、
西
鉄
バ
ス
の
運
行
を
役
場
 

ま
で
延
長
す
る
。
 

の
塚
口
ー
野
添
線
（
中
原
橋
か
ら
新
門
八
 

幡
町
線
取
付
ま
で
）
延
長
一
こ
」
釆
、
 

巾
員
四
・
五
米
、
伊
方
地
区
の
中
間
を
結
 

ぶ
。
巾
員
拡
張
で
諸
車
の
変
通
を
便
な
ら
 

し
め
た
。
 

O
中
原
橋
（
中
原
道
路
と
塚
口
ー
野
添
線
 

と
を
結
ぶ
）
延
長
一
」
釆
、
巾
員
五
米
、
 

近
代
性
を
誇
一
愈
連
続
性
桁
鉄
筋
コ
ン
ク
り
 

ー
ト
橋
で
あ
る
。
 

O
宮
ノ
下
ー
 
本
線
（
古
門
地
内
）
鉱
害
 

復
旧
事
業
、
延
長
三
九
八
米
、
巾
員
四
米
 

、
路
線
の
嵩
上
復
旧
工
事
で
、
少
大
の
雨
 

で
は
水
に
つ
か
ら
ず
に
す
む
。
 

日
奥
ケ
畑
林
道
開
設
工
事
（
第
四
期
目
）
 

延
長
四
九
二
米
、
巾
員
三
米
 

三
T

一
年
度
に
第
五
期
工
事
を
約
さ
れ
、
 

総
延
長
一
、
五
〇
〇
米
を
完
成
す
る
予
定
 

・
‘
、
一
‘
・
，
ー
‘
）
、
‘
ー
・
，
‘
・
，
！
、
，
？
、
、
・
、
、
！
・
、
！
・
、
I
‘
、
‘
一
 

「
あ
な
た
は
、
な
ぜ
八
年
も
の
間
、
塩
 

を
作
る
願
い
を
許
可
し
な
か
っ
た
の
で
す
 

か
」
と
た
す
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
「
塩
を
作
 

る
に
は
燃
料
が
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
燃
 

料
を
と
る
山
か
ま
だ
充
分
で
な
か
っ
・
」
に
の
 

で
、
八
年
間
待
っ
て
い
た
の
だ
」
と
答
え
 

た
そ
う
で
す
か
産
業
群
展
の
為
、
ま
ず
山
 

に
目
を
つ
け
た
大
石
の
け
い
眼
は
大
い
に
 

学
ぶ
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
 

豊
か
な
万
城
村
建
設
の
た
め
、
そ
の
い
 

ち
ば
ん
根
本
の
仕
事
と
し
て
の
造
林
事
業
 

に
対
し
、
是
非
皆
」
」
」
ん
の
協
刀
を
願
い
た
 

い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

（
勧
業
係
）
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rL 号
 

昭和31年6月25日 よ り だ
 

政
 

村
 , 

蚊
と
ハ
エ
を
無
く
す
る
運
動
 

ま
ず
ク
清
掃
ガ
 

蚊
と
ハ
工
九
仁
無
く
す
る
運
動
が
全
国
的
 

に
行
わ
れ
て
い
る
事
」
に
、
御
承
知
の
通
り
 

で
あ
り
ま
す
、
 

本
村
に
於
て
も
公
民
分
館
長
、
婦
人
会
 

の
幹
部
を
中
心
と
し
て
一
面
の
先
進
地
視
 

察
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
百
聞
は
一
見
に
 

健

康

ご

 

明
る
い
家
・
廷
を
 

騒
急
 

か
ら
 

（衛生係） 

し
か
ず
の
通
り
そ
の
効
果
は
大
き
く
、
各
 

地
か
ら
モ
デ
ル
地
区
指
定
の
要
謂
が
あ
り
 

ま
す
。
大
変
結
構
な
事
で
あ
り
ま
す
が
、
 

モ
デ
ル
地
区
と
な
れ
ば
、
放
っ
て
置
い
て
 

も
環
境
が
良
く
な
る
も
の
で
な
い
事
は
御
 

承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
ど
う
す
る
か
 

①
 
ま
ず
、
清
掃
を
H
 

そ
れ
か
ら
 

②
 
整
頓
、
清
潔
レ
」
進
め
ま
し
さ
つ
。
 

⑧
 
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ
っ
て
蚊
と
 

ハ
ェ
が
棲
み
難
く
し
ま
し
ょ
」
つ
。
 

④
 
蚊
と
ハ
エ
の
発
生
源
を
駆
除
し
ま
 

を
作
り
上
げ
ま
し
き
つ
．
 

蚊、 

ハ
ェ
の
発
生
源
の
駆
除
に
つ
い
て
 

は
い
ろ
ノ
、
、
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

部
落
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
地
区
講
習
会
を
 

開
催
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
 

ど
こ
迄
も
こ
の
事
業
は
自
分
の
手
で
、
 

自
分
の
創
意
工
夫
で
、
衛
生
自
治
会
組
織
 

の
力
で
完
成
し
、
薬
剤
の
使
用
は
最
後
の
 

方
法
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

村
民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
と
 

を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

,，ーーーー一ーー一ーーーーー一ーーー一ー 

遠慮なくお受け下さい 

九
大
医
療
班
の
 
無
 
料
 
診
 
断
 

こ
の
た
び
、
年
問
を
通
じ
 

て
、
病
気
が
】
番
多
く
発
生
 

い
た
し
ま
す
七
月
の
下
旬
に
 

九
大
医
学
部
よ
り
、
小
児
科
 

の
権
威
者
で
あ
る
遠
城
寺
教
 

授
を
初
め
、
各
専
門
科
目
別
 

の
権
威
者
十
数
名
に
依
る
医
 

療
班
を
、
国
保
の
直
営
診
療
 

所
に
招
い
て
、
皆
さ
ん
方
の
 

健
康
を
ま
も
る
た
め
、
末
記
 

愛
と
幸
一
帽
（
の
道
 

赤

十

字

募

金

 

日
本
赤
十
字
社
の
事
業
資
金
で
あ
る
日
 

し
ょ
う
。
 

赤
募
金
に
対
し
「
割
当
は
不
都
合
だ
」
 

⑤
 
そ
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
文
化
村
 

と
の
御
意
見
を
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
 

九
割
八
分
の
納
税
成
績
 

昭

和

二

 十

年

度

村

税

 

村
の
発
展
が
ー
に
か
、
っ
て
自
主
的
財
 

政
の
確
立
に
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
 

り
ま
せ
ん
。
叉
こ
れ
を
賄
う
自
己
財
源
の
 

確
保
が
絶
対
必
須
要
件
で
あ
る
こ
と
も
言
 

を
佼
ち
ま
せ
ん
。
 

殊
に
通
追
し
た
財
政
事
情
の
も
と
に
、
 

税
収
入
を
頼
る
べ
き
財
源
と
す
る
現
況
に
 

あ
っ
て
は
、
予
定
さ
れ
た
税
収
入
を
確
実
 

に
徴
収
す
る
こ
と
と
そ
、
現
下
の
緊
喫
事
 

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
た
め
村
税
六
）
O
 

％
完
納
を
目
指
し
て
五
月
一
日
よ
り
五
月
 

三
十
一
日
迄
を
納
税
完
納
強
調
月
間
と
定
 

め
、
米
納
の
一
掃
に
努
め
た
の
で
で
ざ
い
 

ま
す
。
皆
様
方
の
御
理
解
あ
る
協
力
の
御
 

蔭
で
優
秀
な
る
成
績
を
以
て
昭
和
三
十
年
 

度
の
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
 

来
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
上
げ
る
 

と
共
に
、
今
後
と
も
倍
旧
の
御
協
力
を
願
 

い
、
一
部
未
納
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、
村
 

財
政
確
立
の
為
、
一
層
の
協
力
を
御
願
い
 

申
上
げ
ま
す
。
 

尚
、
村
長
三
訓
示
 

一 

和
を
以
っ
て
真
心
を
尽
せ
 

一 

血
と
汗
の
村
税
だ
大
事
に
せ
よ
 

一 

村
民
の
公
僕
だ
奉
石
せ
よ
 

一 

に
応
え
て
 

1
 
納
税
者
の
身
に
な
っ
て
親
切
に
公
正
 

に
 

2
 
常
に
見
よ
仕
事
の
 

結
果
を
公
平
に
 

3
 
努
力
だ
理
想
に
向
 

っ
て
確
実
に
 

の
三
項
目
を
掲
げ
、
 

財
務
課
職
員
一
同
一
層
 

精
励
す
る
覚
悟
で
あ
り
 

ま
す
．
 

こ
こ
に
重
ね
て
村
民
 

皆
様
の
御
指
導
と
御
稚
 

難
を
お
願
い
致
す
次
第
 

で
あ
り
ま
す
．
 

【
財
務
課
】
 

は
ど
こ
ま
で
 

も
割
当
で
な
 

く
、
目
標
を
 

定
め
た
に
す
 

ぎ
ま
せ
ん
。
 

総
額
に
於
て
目
標
額
に
達
す
れ
ば
満
足
で
 

あ
り
ま
す
。
 

日
赤
県
方
蔀
の
今
年
度
の
事
業
を
あ
げ
 

て
見
ま
す
と
 

O
災
害
救
護
9
医
療
施
設
の
経
営
⑨
巡
 

回
無
料
診
断
O
家
庭
看
護
法
や
救
急
法
 

な
ど
の
無
料
講
習
O
抑
留
邦
人
の
帰
還
 

援
護
O
福
祉
（
厚
生
）
施
設
の
経
営
 

昭和30年度村税徴収実績表 

(30. 5 .31) 

税 日 調定額 収入済額 歩合 

村 民 税 3,617千円 

11,981千円 

3,532千円 '97% 

固定資産税 11,613千円~ 96 

自転車荷車税 451千円 435千円 96 

煙草消費税 2,459千円 2,459千円 100 

電気ガス税 山．949千円 949千円 100 

鉱 産 税 7,472千円 7,472千円 100 

計 26,929千円 I26, 460千F3 ~ 98% 

I 

の
通
り
、
全
村
民
を
対
象
に
、
無
料
診
療
 

を
、
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
 

は
、
皆
さ
ん
方
多
数
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
 

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

期
日
 
七
月
一
干
三
日
よ
り
七
月
一
一
 

十
六
日
ま
で
四
日
間
 

場
所
 
役
場
前
直
営
診
療
所
 

一 

若
し
、
大
学
の
都
合
に
よ
り
、
期
日
変
 

な
ど
、
私
達
の
吐
周
」
」
清
上
、
大
き
な
役
 

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

日赤募金の実績 

年度 目標額 実績額 比 率 

H28 118,000 127. 210 1084g 

昭29 110.i00 
100,150 

114, 322 104 

H30 112, 892 113 

昭31 96,900 74,334 
(6.18日 

現在） 

昨
年
ま
で
に
比
し
本
年
は
六
月
十
八
日
 

ま
で
に
未
納
が
＋
部
落
あ
り
、
一
段
の
御
 

協
力
を
願
う
次
第
で
す
。
 

（
社
会
係
）
 

外
科
の
手
術
も
 

大
丈
夫
 

直
営
診
療
所
に
新
先
生
 

国
保
直
営
診
夢
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
 

な
が
い
間
、
医
師
の
不
足
に
よ
っ
て
、
皆
 

更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
機
関
を
通
じ
て
 

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

・
・
，
．
・
、
‘
》
‘
・
‘
・
・
ー
・
．
．
‘
・
・
，
．
‘
…
．
‘
・
・
％
.
'
1
 

隣
演
会
の
お
知
ら
せ
（
場
繊
未
定
）
 

・
七
H
一
ー
‘
日
夜
 

遠
城
寺
教
授
 

ク
丈
夫
な
子
供
の
育
て
方
プ
 

・
七
H
二
寸
五
日
夜
 

婦
人
科
教
授
 

ク
産
児
調
節
に
つ
い
て
グ
 

※
 

な
お
、
同
夜
学
生
に
よ
る
子
供
会
（
 

幻
灯
な
ど
）
が
西
福
寺
で
あ
り
ま
す
。
 

（
保
険
係
）
 

さ
ん
万
に
い
ろ
い
ろ
と
、
で
不
便
を
か
け
 

一 

黒 木 先 生 

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
六
月
一
干
 

日
に
、
九
大
医
学
部
の
解
剖
学
教
窒
に
お
 

い
て
、
専
攻
生
と
し
て
、
学
位
論
文
を
研
 

究
中
の
、
新
進
気
鋭
な
、
黒
木
公
夫
先
生
 

を
お
迎
牙
致
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
 

い
た
し
ま
す
。
 

特
に
、
黒
木
先
生
は
、
外
科
医
と
し
て
 

の
優
秀
な
技
術
と
、
豊
富
な
手
術
経
験
に
 

よ
り
、
皆
さ
ん
万
の
ど
期
待
に
充
分
副
い
 

う
る
と
、
思
い
ま
す
．
 

先
生
の
赴
任
に
よ
り
、
医
師
も
渡
辺
先
 

生
と
共
に
二
名
に
な
り
、
施
設
の
充
実
と
 

と
も
に
、
直
営
診
療
所
の
内
容
も
、
非
常
 

に
強
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
村
の
直
営
診
 

療
所
と
し
て
、
皆
さ
ん
々
充
分
御
利
用
 

下
さ
る
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

（
繰
険
係
）
 


